
６年１・２組 算数科学習指導案

場所 じっくりコース ６年１組教室
どんどんコースＡ ６年２組教室
どんどんコースＢ 少人数教室

時間 平成２４年１１月２日（木）
授業者 菅原 康木（じっくりコース）

太田 久子（どんどんコースＡ）
前野 典子（どんどんコースＢ）

１ 単元名 ともなって変わる２つの量の関係を調べよう ■比例と反比例

２ 指導の立場

（１）教材観
ᑠᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ゎㄝ⟬ᩘ⦅�ᖹᡂ 20ᖺ㸶᭶)ࡣ࡟㸪ᮏ༢ඖ࡚࠸ࡘ࡟௨ୗ

ࠋࡿ࠶ࡀグ㏙࡞࠺ࡼࡢ

㹂ᩘ㔞㛵ಀ㸦㸰㸧ẚ౛
㸦㸰㸧క࡚ࡗኚࡿࢃ஧ᩘࡢࡘ㔞ࡢ㛵ಀࢆ⪃ᐹ࡛ࠋࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࡁ

࢔ ẚ౛ࡢ㛵ಀ࡚࠸ࡘ࡟⌮ゎࠊࡓࡲࠋ࡜ࡇࡿࡍᘧ࡚࠸⏝ࢆࣇࣛࢢࠊ⾲ࠊ
ࠋ࡜ࡇࡿ࡭ㄪࢆ㛵ಀࡢࡑ

࢖ ẚ౛ࡢ㛵ಀࠊ࡚࠸⏝ࢆၥ㢟ࢆゎỴࠋ࡜ࡇࡿࡍ
࢘ ཯ẚ౛ࡢ㛵ಀࠋ࡜ࡇࡿ▱࡚࠸ࡘ࡟

ࠝ⟬ᩘⓗάືࠞ�1)
࢚ ㌟ࡢᅇࠊࡽ࠿ࡾẚ౛㛵ಀࡿ࠶࡟஧ᩘࡢࡘ㔞ࢆぢ௜ࠊࡾࡓࡅẚ౛ࡢ㛵

ಀ࡚࠸⏝ࢆၥ㢟ࢆゎỴࡿࡍࡾࡓࡋάືࠋ

Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟Ꮫᖺ㛫࡛ᣦᑟෆᐜ୍ࡢ㒊ࢆ㔜」ࡑࠋࡿ࠸࡚ࡏࡉ
ࡍࡾࡓࡅタࢆᶵ఍ࡢࡋ┤ࡧᏛࠊࡾࡓࡏࡉⓎᒎ࡟࠿ࡽࡔ࡞ࢆᣦᑟෆᐜࠊࡣ࡛ࡇ
ࢆᏛ⩦ᣦᑟࡿࡼ㸧ࣝࣛ࢖ࣃࢫ཯᚟㸦ࡓࡌᛂ࡟ẁ㝵ࡢᏛᖺࡸⓎ㐩ẁ㝵ࠊ࡝࡞ࡿ
㐍ࠋࡓࡗ࡞࡟࠺ࡼࡿࢀࡽࡵ

ᮏ༢ඖ࡟㛵ࡿࢃ㛵ᩘࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟➨㸳Ꮫᖺ࡛ࠕ⡆༢࡞ẚ౛ࡢ㛵ಀࠖࢆ఩⨨
௜ࠊ࡚ࡅᮏ༢ඖࠕࡢẚ౛ࠖࡢෆᐜࡢ࠸ᢅྲྀ࡜࡬⛬ᗘࢆᑡࡘࡎࡋ㧗ࡿࡅ࠸࡚ࡵ
ࢆ㒊୍ࡽ࠿୰Ꮫᰯࡀ཯ẚ౛ࠖࠕࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ᮏ༢ඖࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟࠺ࡼ
ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡅ఩⨨௜ࡀෆᐜࠊࢀࡉ⾜⛣

ඣ❺ࡣ➨㸳Ꮫᖺࠕࡢ㸰ࡢࡘ㔞ࡢኚࡾࢃ᪉࡛ࠖ࡟࡛ࡍࠊẚ౛࡚࠸ࡘ࡟Ꮫ⩦ࡋ
ࠊ㸰ಸࡀ್ࡢۑࠊ࡚ࡗ࠶ࡀڹ࡜ۑ㔞ࡢࡘ㸰ࠕࢆ⩏ᐃࡢẚ౛ࠊࡣ࡛ࡇࡑࠋࡿ࠸࡚
㸱ಸࠊ㸲ಸ࣭ࠊ ࠋ㸲ಸࠊ㸱ಸࠊ㸰ಸࡶ್ࡢڹ࡚ࡗ࡞ࡶ࡜࡟ࢀࡑࠊ࡜ࡿ࡞࡟࣭࣭
ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࡋ⩦Ꮫࢆ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࠖࡿࡍẚ౛࡟ۑࡣڹࠊࡁ࡜ࡿ࡞࡟࣭࣭࣭
㸴ᏛᖺᩥࠕᏐࢆ౑ࡓࡗᘧࠖࡢ༢ඖ࡛ xࠊ㹷ࢆ౑ࡓࡗᘧࡋ⾲ࡢ᪉ࠕࠊẚࠖࡢ༢ඖ
ࠋࡿ࠸࡚ࡋ⩦Ꮫࢆ᪉ࡾࡃࡘࡢẚ࠸ࡋ➼ࡸ᪉ࡋ⾲ࡢẚࠊ࡚࠸࠾࡟

࠿୰ࡢ㔞ᩘࡢࡘ஧ࡿࢃኚ࡚ࡗ࡞ࡶ࡜ࠊࡣᮏ༢ඖ࡛ࠊ࠼ࡲ㋃ࢆ⩦Ꮫࡢࡽࢀࡇ
ࠊࡾࡼ࡟ࢀࡑࠋࡿࡍᐹ⪄࡟୰ᚰࢆࡢࡶࡿࡓ࠶࡟㛵ಀࡢ཯ẚ౛࡜㛵ಀࡢẚ౛ࠊࡽ
࡞㛵ᩘⓗ࡟ࡽࡉࠊࡵ࡜ࡲࢆぢ᪉ࡢ࡚࠸ࡘ࡟㛵ಀࡢ㔞ᩘࡓࡁ࡚ࡋ⩦Ꮫ࡛ࡲࢀࡇ
ぢ᪉࠼⪄ࡸ᪉ࢆఙࠋࡿࡍ࡜࠸ࡽࡡࢆ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡋࡤ

ࢆ㔞ᩘࡢࡘ஧ࡿ࡟ẚ౛㛵ಀࡽ࠿ࡾᅇࡢ㌟ࠕࡣάື࡞ⓗᩘ⟭ࡢᮏ༢ඖࠊࡓࡲ
ぢ௜ࡿࡅ ࢀࡇࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶ࠺࠸࡜ࠖࡿࡍゎỴࢆၥ㢟࡚࠸⏝ࢆ㛵ಀࡢẚ౛ࠕࠊࠖ
ࢆ௙᪉ࡢ⌮ฎ࠸ࡼࡢ⋠ຠࠊሙ㠃࡛ࡢ࡝࡞⩦Ꮫࡢᩘ⟭ࡸ᪥ᖖ⏕άࠊ࡚ࡋ㏻ࢆࡽ
ồࠊ࡚ࡵ✚ᴟⓗ࡟ẚ౛ࡢ㛵ಀࡿࡍ࡜࠺ࡇ࠸࡚ࡋ࠿⏕ࢆែᗘࢆ㣴ࡽࡡࡶ࡜ࡇ࠺
ࠋࡿࡍ࡜࠸

（２）児童観
㸴ᖺ㸯࣭㸰⤌㸦⏨Ꮚྡ ዪᏊྡ ィ㸲㸶ྡ㸧ࠊࡣ⣲┤࡛᫂࠸ࡿඣ❺ࡀከࠊࡃ

ᵝ࡞ࠎάື࡟༠ຊࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ⤌ࡾྲྀ࡚ࡋᤵᴗ࡟ᑐࠊࡶ࡚ࡋ㐍࡛ࢇㄢ㢟
ࠎ㯲ࠊࡣ࡚࠸࠾࡟ᩘ⟭ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡴ⤌ࡾែᗘ࡛ྲྀࡓ࠸╔ࡕⴠࠊ࠸࠿ྥ࡟
࠸࡞ࡽ࠿ศࠊࡾࡓ࠼ᩍ࡟௰㛫ࢆィ⟬᪉ἲ࡛ࢇ㐍ࠊࡾࡔࢇ⤌ࡾྲྀ࡟ィ⟬ၥ㢟࡜
ࡶ௒ᚋࠊࡣጼࡢࡽࢀࡇࠋࡿࢀࡽࡳࡀጼࡿࡍࡾࡓ࠸⪺࡟௰㛫࡟ᴟⓗ✚ࡣࢁࡇ࡜
ࠋࡿ࠸࡚࠼ࡽ࡜࡜ࡔጼ࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡵ㧗࡟ࡽࡉ

Ꮫ⩦≧ἣㄪᰝࡸᤵᴗほᐹࠊࡽ࠿඲యⓗ࡟ィ⟬㡿ᇦࡢᏛ⩦ෆᐜࡣᴫࡡ㌟࡟௜
࡜ࡿࡍㄝ᫂ࢆ࠼⪄ࡢศ⮬ࠋ࠸㧗ࡡᴫࡣᐃ╔ᗘࡢ᪤⩦ෆᐜࠋࡿ࠼࠸࡜ࡿ࠸࡚࠸
࠼⪄ࡢࡾ࡞ศ⮬ࡿࡍᑐ࡟ㄢ㢟ࠋࡿ࠶ࡀഴྥ࠺࠸࡜࠸ࡁ኱ࡀಶேᕪࡣⅬ࡛࠺࠸
࡟ᴟⓗ✚ࠊࡽࡀ࡞࠸࡚ࡗࡶࢆ࠼⪄ࠊ᪉୍࡛ࡿ࠸ࡀ❺ඣࡿࡁㄝ࡛᫂࡟ㄽ⌮ⓗࢆ
ᣲᡭࢆࡢࡿࡍ㌋㌉ࡿࡍጼࡀぢࠋࡿ࠶ࡶ࡜ࡇࡿࢀࡽ

௒ᖺᗘࠊࡣ༢ඖࢆࢺࢫࢸࢫࢿ࢕ࢹࣞ࡟࡜ࡈᐇ᪋ࡢࡑࠊࡋ⤖ᯝ࡟࡜ࡶࢆᣦᑟ
ᙧែࢆᕤኵࠋࡓࡁ࡚ࡋ༢ඖࡢᑟධࢫࣛࢡࡣ༢఩࡛࡛ࢢࣥࢳ࣮࢕ࢸ࣒࣮࢕ࢸ⾜
ࠊࡣᑡேᩘᣦᑟ࡛ࠋࡓࡁ࡚ࡋࢆࡅࢃࢫ࣮ࢥࡽࡀ࡞ࡋඃඛࢆ㑅ᢥࡢ❺ᚋඣࡢࡑ࠸
㸦ᇶࢫ࣮ࢥࡾࡃࡗࡌࠕ࡜ࠖࢫ࣮ࢥ࠺ᢅࡾྲྀࢆ⩦Ꮫ࡞㸦Ⓨᒎⓗࢫ࣮ࢥࢇ࡝ࢇ࡝ࠕ
♏ⓗ࡞Ꮫ⩦ࢆ୰ᚰࢫ࣮ࢥ࠺⾜࡟㸧ࠖ ධࡾྲྀࢆᑡேᩘᣦᑟࡿࡼ࡟ࢫ࣮ࢥࡢࡘ㸰ࡢ
Ẽࢆࡁࡎࡲࡘࠊࡶ❺ඣࡘࡶࢆⱞᡭព㆑ࡿࡍᑐ࡟ᩘ⟭ࠊࡾࡼ࡟ࢀࡇࠋࡓࡁ࡚ࢀ
㍍࡟ᩍᖌ࡟㉁ၥ࡛ࠊࡾࡓࡁᩍᖌഃࡶಶูࡢᨭ᥼ࠋࡓࡋࡾࡓࡗ࡞ࡃࡍࡸ࠸⾜ࡀ
ࠋࡿ࠸࡚ࡁ࡚࠼ቑࡀጼࡿࡁ࡛⌧⾲ࢆ࠼⪄ࡸィ⟬᪉ἲࡢศ⮬ࡘࡎࡋᑡࠊ୰࡛ࡢࡑ

（３）指導観
ᮏ༢ඖ࡛ࠊࡣẚ౛㛵ಀࡿ࠸࡚ࡗ࡞࡟㌟㏆࡞౛࡚ࡆୖࡾྲྀࢆ஧ᩘࡢࡘ㔞ࡢ㛵

ಀࢆㄪࠊࡾࡓ࡭ẚ౛ࡢ㛵ಀᩘࡿ࠶࡟㔞ࢆ⮬ศ࡛ࡕࡓぢ௜࡚ࡅ⪃ᐹ࡞ࡋࡾࡓࡋ
ࠋࡃ࠸࡚ࡋࡤఙࢆ᪉࠼⪄ぢ᪉࣭࡞㛵ᩘⓗࠊࡽࡀ

ࡼࡢ௨ୗࠊࡣᮏ༢ඖ࡛࠼ࡲ㋃ࢆ㸦㸯㸧࣭㸦㸰㸧ࡓࡁ࡚࡭㏙࡛ࡲࢀࡇࠊ࡛ࡇࡑ
ࠋ࠸ࡓࡾࡓ࠶࡟ᣦᑟ࡚ࡋ࡜㔜Ⅼࢆࢺࣥ࢖࣏࡞࠺
③③③③これまでのこれまでのこれまでのこれまでの学習学習学習学習とのとのとのとの関連関連関連関連、、、、今後今後今後今後のののの学習学習学習学習へのへのへのへの発展発展発展発展をををを意識意識意識意識したしたしたした指導指導指導指導をををを行行行行うううう
ඣ❺ࡀᏛ⩦ࡿࡍෆᐜࡣ㣕ࠋࡿ࠸࡚ࡗࡀ࡞ࡘࡀࢀࡒࢀࡑࠊࡃ࡞ࡣ࡛࠺ࡼࡢ▼ࡧ

ࡋᣦᑟ࡚ࡋព㆑ࡀᩍᖌഃࢆ࠿ࡢࡿ࠸࡚ࡋ㛵㐃࡟࠺ࡼࡢ࡝ࡀᏛ⩦ෆᐜࠊ࡛ࡇࡑ
ࠋࡿ࠼⪄࡜࠸ࡓࡁ࠸࡚ࡋࡾࡓࡏࡉ✲㏣࡟❺ඣࠊࡾࡓ



ᮏ༢ඖࡢᏛ⩦ෆᐜ࡜᪤⩦ࡢ༢ඖࡢᏛ⩦ෆᐜࠊࡾࡀ࡞ࡘࡢ࡜௒ᚋࡢ༢ඖࡢᏛ
⩦ෆᐜࡿ࠶࡛⾲ࡢୖࡀࡢࡶࡓࡋ♧ࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢ࡜㸦ࠗ 㸴ୗᩘ⟭࠸ࡋࡢࡓ ᩍᖌ
⏝ᣦᑟ᭩ ◊✲⦅࠘㹮㸵 ኱᪥ᮏᅗ᭩㸧

ᮏ༢ඖࡢᣦᑟࢆࡾࡀ࡞ࡘࡢࡇࠊࡣ࡚ࡗࡓ࠶࡟ព㆑࡚ࡋᣦᑟࠋ࠸ࡓࡾࡓ࠶࡟
ලయⓗࢆࢺࢫࢸࢫࢿ࢕ࢹࣞࠊࡣ࡟ᐇ᪋ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊ࡚ࡋᏛ⩦ෆᐜࡁࡎࡲࡘࡢ
ࡏࡉࢆࡋ┤ࡧᏛࡢᏛ⩦ෆᐜࡿࡍ⏝ά࡟ᮏ᫬ࠊ୰࡛ࡢ⛬Ꮫ⩦㐣ࠊࡾࡓࡋᢕᥱࢆ
࠸࡚ࡋࡾࡓࡏࡉព㆑ࢆ࠿ࡿࡁ࡛⏝ά࡛ࡇ࡝ࠊ௒ᚋࡀ࡜ࡇࡔࢇᏛ࡛ࡇࡇࠊࡾࡓ
ࠋࡃ

᧯࡞ලయⓗ࡟୰ᚰࢆᣦᑟࡿࡼ࡟ࣉࢵࢸࢫ࣮ࣝࣔࢫࠊࡣ࡛ࠖࢫ࣮ࢥࡾࡃࡗࡌࠕ
సࡾྲྀࡶධࠊࡽࡀ࡞ࢀẚ౛ࡢព࿡ࡸᛶ㉁ࢆ☜ᐇ࡟⌮ゎࠊࡓࡲࠋࡃ࠸࡚ࡏࡉ᪤
⩦஦㡯ࢆά⏝୍࡚ࡋே୍ேࠊࡀ⮬ศࡿࡁ࡛⌧⾲ࡀ࠼⪄ࡢࡾ࡞ᡭ❧࡚ࢆᕤኵࡋ
ࠋࡃ࠸࡚

ࡒࢀࡑࠊࡁ࠾࡟୰ᚰࡢ⩦Ꮫࢆㄢ㢟ゎỴࡢຊ࡛⮬ࠊࡣ࡛ࠖࢫ࣮ࢥࢇ࡝ࢇ࡝ࠕ
タࡃከࢆሙ㠃ࡿࡍ⌧⾲࡚ࡋࡾࡓࡋヰࠊࡾࡓ࠸᭩ࢆ࠼⪄ࡢࡾ࡞ศ⮬ࡀ❺ඣࡢࢀ
ᐃ࠼⪄ࡢࡘ୍ࠊࡓࡲࠋࡿࡍ᪉ࡢ࡛ࡲࢀࡇࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔᏛ⩦ࢆά⏝࡚ࡋከᵝ࡞
࡟㸿ࡢ‽ホ౯つࠊࡏࡲ⤌ࡾྲྀ࡟ၥ㢟࡞Ⓨᒎⓗࠊࡾࡓࡏࡉࡅྥࢆ┠ࡶ࡟᪉࠼⪄
㏕࡞࠺ࡼࡿࢀᣦᑟࡢᡭ❧࡚ࢆᕤኵࠋࡃ࠸࡚ࡋ

②実態把握の活用
ᮏ༢ඖࡢᏛ⩦࡟ඛ❧ࠊࡕᮏ༢ඖ࡜┤᥋⤖ࡃࡘࡧ༢ඖࠕ㸰ࡢࡘ㔞ࡢኚࡾࢃ᪉

㸦㸳ᖺ ⏕㸧ࠖࠕࠊẚ㸦㸴ᖺ⏕ ᘧ㸦㸴ᖺ⏕㸧ࠖࡓࡗ౑ࢆᏐᩥࠕࠊࠖ ࣞࣉࡢ࡚࠸ࡘ࡟

ࠋࡿ࠶࡛ࡾ㏻ࡢ௨ୗࡣᯝ⤖ࡢࡑࠋࡓࡋᐇ᪋ࢆࢺࢫࢸ

5ᖺ⏕ ẚ౛
ṇゎᩘ ㄗゎᩘ

1 䐟Ỉᵴ䛻Ỉ䜢ධ䜜䛯䛸䛝䛾᫬㛫䛸̔̀ 䛥䛾㛵ಀ ⾲䜢䛻䛒䜙 㻠㻢 2
䜟䛩
䐠ẚ౛䛾㛵ಀ䜢ᘧ䛻⾲䛩 2㻥 1㻥
2 䛸䜒䛺䛳䛶ኚ䜟䜛୍ ᪉䛜2ಸ䚸3ಸ䛾䛸䛝䜒䛖୍ ᪉䛿 㻠㻢 2
3 䐟ධ䜚䛾ⳫᏊ䜢㣗䜉䛯ಶᩘ 䛸ṧ䛳䛯ಶᩘ 㻠㻣 1
䐠ṇ᪉ᙧ䛾୍ ㎶䛸࿘ᅖ䛾㛵ಀ 㻠8 0
䐡䛚∗䛥䜣䛸⚾䛾ᖺ㱋 2㻣 21
㻠 䐟Ỉᵴ䛻Ỉ䜢ධ䜜䛯䛸䛝䛾᫬㛫䛸̔̀ 䛥䛾㛵ಀ ⾲䜢䛻䛒䜙 㻠㻢 2
䜟䛩
䐠ᘧ䛻⾲䛩 2㻥 1㻥
䐡䕕䛜10䛾䛸䛝 㻠2 㻢
④䕿䛜䠏䠎䛾䛸䛝 㻠㻠 㻠

㻢ᖺ⏕ ẚ ṇゎᩘ ㄗゎᩘ
1 䐟䝃䝷䝎Ἔ䛸㓑䛾ẚ 㻠8 0
䐠䜸䝺䞁䝆䛸䝸䞁䝂䛾್ ẁ䛾ẚ 㻠8 0
䐡༸䛾㔜䛥䛾ẚ 㻠㻠 㻠
2 ➼䛧䛔ẚ䛷⾲䛩䐟䠑䠖䠓 㻠8 0
䐠䠍䠎䠖䠍䠒 㻠㻣 1
䐡䠍䠊䠑䠖䠎䠊䠑 㻠㻣 1
④ ศᩘ 㸸ศᩘ 30 18
3 ⡆༢䛺ẚ䛷⾲䛩䐟䠏䠖䠎䠓 㻠㻠 㻠
䐠䠐䠌䠖䠑䠒 㻠㻠 㻠
䐡䠍䠊䠑䠖䠐䠊䠑 3㻢 12
④ ศᩘ 㸸ศᩘ 23 15
㻠 ẚ䛾್ 䐟䠔䠖䠎䠐 3㻣 11
䐠䠎䠌䠖䠐 38 10
䐡䠌䠊䠕䠖䠓䠊䠎 30 18
5 䐟䜚䜣䛤䠖䛺䛧䛾ẚ䛿䠎䠖䠏䛷䚸䜚䜣䛤䛿100෇䛷䛩䚹䛺䛧䛾್ 㻠2 3
ẁ䛿
䐠⏨䠖ዪ䛾ẚ䛿䠐䠖䠑䛷䛩䚹Ꮫ⣭඲య䛷䛿3㻢ே䛷䛩䚹ேᩘ 3㻣 11
䛿䠛
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 単元構造図 

 

 
単元名 比例と反比例 

① 
（あ）年齢の差が４才の姉と弟の年
齢 （い）面積が２４ｃｍ２の長方
形の横とたての長さ （う）ロボッ
トの歩いた時間と進んだ長さ 
（え）ノートの使ったページ数と残
りのページ数 

【ねらい達成のための既習事項】 

○２つの数量関係を表に表して変

化を比較することができる。 

○５年生での簡単な比例の定義 

表の値を使って、
ｘとｙの値の変化
の仕方の違いを比
例とそうでないものと
比べて説明する

② 
（あ）誕生日が同じで、年齢の差
が４才の姉の年齢と弟の年齢 
（う）分速２ｍで歩くロボットの
歩いた時間と進んだ長さ 
 

③
ロボットが歩いた時間ｘの２つ
の値と、それに対応する進んだ長
さｙの２つの値との関係。 

④
コピーにかかった時間ｘ分とコ
ピーできた枚数ｙ枚の関係。 

⑥ 
５本の橋の重さは 17.5ｇです。こ
のはし７０本の重さは何ｇでしょ
う。 

⑦ 

練習問題 

⑧⑨
（い）面積が２４ｃｍ２の長方形
の横とたての長さ  （え）40
ページあるノートの使ったペー
ジ数と残りのページ数 

⑩
１８ｍ３の水を入れるときの１
時間に入れる水の量ｘｍ３とか
かる時間ｙ時間の関係。 

【ねらい達成のための既習事項】

○比例の定義 ｘの値が２倍、３
倍…になると、それに伴って、ｙ
の値も２倍、３倍になることがわ
かる。 
○分数

【ねらい達成のための既習事項】 

○ｘの値が１の時と比べて、ｙの
値が△倍になっているとき、ｘ
の値も△倍になっていること
がわかる。 

○割合の考え方

【ねらい達成のための既習事項】

○比例関係にある２量において、
一方の量からもう一方の量を
表を活用して求めることがで
きる。 

○表の変化の見方・対応の見方 
○単位量あたりの考え方

【ねらい達成のための既習事項】 

○比例関係を利用して問題を解決

することができる。

【ねらい達成のための既習事項】

○比例関係にある２量において、
一方の量からもう一方の量を
表を活用して求めることがで
きる。 

【ねらい達成のための既習事項】

○表からｘの値が２倍、３倍…と
変化すると、それに伴ってｙが
どのように変化するかを求め
られる。

ｘの２つの値とそ
れに対応するｙの２つ
の値の割合は、いつも
同じであることを表と
割合を使って説明す
る

２つのｘの値と対応す
るｙの値の変化につい
て、分数を使って説明す
る。

反比例のｘとｙの
値の関係について、ｘ
と対応するｙの積と
表を用いて説明する。

表を使って調べ
た２つの数量に
ついて、ｘとｙ
の値の変化の仕
方をもとに説明
する

はし７０本の重さ
を求める２つの方
法について、本数
と重さの比例関係
を使って説明す
る

ｙがｘに比例する
とき、ｙ＝決まっ
た数×ｘになるこ
とをｙをｘでわっ
た商と表を対応さ
せ

【既習内容】 
５年 「２つの量の変わり方」 比例の理解、表からの比例の判別、表を活用した比例の問

題の解決  
６年 「比」 比の意味と表し方、比の値と等しい比の意味や求め方 
６年 「文字を使った式」 未知数を□の代わりにｘという文字で表し、立式すること 
   ともなって変わる２量を○、△の代わりにｘ、ｙという文字で表し、立式すること 

【数学的な表現力にかかわる力】
（１）身につけてきた数学的な表現力 
・伴ってかわる２つの量をｘとｙを使って立式できる。・表に表したり、読み取ったり

することができる。・グラフの書き方 
（２）本単元につながる既習の算数用語 
・比例 ・ｘ、ｙの記号 ・ともなって変わる２つの量 

【今後の学習のつながり】
中学校 ・変数と変域の意味 ・関数の意
味 ・関数を表す式表示とグラフ表示 ・比例
の関係を表す式とグラフの特徴 ・反比例の関
係を表す式とグラフの特徴 

⑤
ロボットが歩いた時間ｘ分と進
んだ長さｙｍの関係。 

⑪
１時間に入れる水の量ｘｍ３と
かかる時間ｙ時間の関係。 

比例のグラフの特
徴についてｘとｙの

値と「０の点」「直線」

を使って説明する。

【ねらい達成のための既習事項】 

○表を読み取って、ｘに対応する

ｙの点を取り、グラフに表すこ

とができる

【ねらい達成のための既習事項】

○表を読み取って、ｘに対応する
ｙの点を取り、グラフに表すこ
とができる。 

反比例のグラフ
の特徴につい
て、ｘとｙの値
と軸との関係に
着目して説明す

⑫ 
基本の確かめ 



４単元指導計画 

単元目標 
〈関心・意欲・態度〉         ・ともなって変わる２つの数量の関係に関心をもち、進んで調べようとする。 
〈数学的な考え方〉          ・比例や反比例の関係にある２つの数量の関係を表、式、グラフに表しその特徴をまとめている。 
〈数量や図形についての技能〉     ・比例や反比例の関係にある２つの数量の関係を表、式、グラフに表すことができている。 
                   ・比例の特徴を用いて問題を解くことができる。 
〈数量や図形についての知識・理解〉  ・比例や反比例の意味、性質、式、グラフなどについて理解している。 
                   ・比例の特徴を用いた問題の解き方を理解している。 
時間 ねらい 主な学習活動 評価規準 

１ 

一方が増えるときのもう一方
の量の変化を調べる活動を通
して、２つの数量がともなっ
て変化していることに気付
き、一方の量が増える場合や
減る場合があることを知るこ
とができる。 

【問題】一方が増えると、もう一方の量はどのように変わっていくか調べましょう。
○あ誕生日が同じで、年齢の差が４才の姉の年齢と弟の年齢 
○い面積が２４㎠の長方形の横の長さとたての長さ 
○う分速２ｍで歩くロボットの歩いた時間と進んだ長さ 
○え４０ページあるノートを使っていくときの使ったページ数と残りのページ数 
〈課題〉２つの量の変わり方について調べて、見つけたことを説明しよう。 
○一方が増えると、それに伴ってもう一方が増えるグループと、一方が増えると、
それに伴ってもう一方が減るグループの観点で分類し、変わり方について具体例
を挙げて説明する。 

(まとめ)一方が増えるときのもう一方の量が増える場合や減る場合がある。 

ともなって変わる２つの数量の関係に
関心をもち、２つの数量の変化のようす
を進んで調べようとする。(関心・意欲・
態度) 

２ 

変化の様子を表に表し、２つ
の数量の変わり方を調べる活
動を通して、「比例」の意味に
気付き、「比例」の用語とその
定義を理解することができ
る。 
 

【問題】○あと○うについて、２つの量の関係を調べましょう。 
○あ誕生日が同じで、年齢の差が４才の姉の年齢と弟の年齢 
○う分速２ｍで歩くロボットの歩いた時間と進んだ長さ 
〈課題〉２つの量の関係を調べて、どんな関係があるのか説明しよう。 
○事象ごとの表を完成させ、値の変化の仕方を調べる。 
○ｘが２倍、３倍…のとき、ｙも２倍、３倍…となっているかで、比例しているこ
とを確認する。 

(まとめ)ｙがｘに比例するとき、ｘの値が、１／２、１／３、１／４…になると、
それにともなって、ｙの値も１／２、１／３、１／４…になる。 

比例する２つの数量の関係を調べるに
は、表を横に見て調べればよいと考え
る。(数学的な考え方) 

３ 

時間の変化の割合と、それに
対応する長さの割合を比べる
活動を通して、２つの数量が
比例関係にあるとき、いつで
も時間とそれに対応する長さ
の割合が等しくなることに気
付き、これが比例の特徴であ
ることを理解することができ
る。 

【問題】ロボットが歩いた時間ｘの２つの値と、それに対応する進んだ長さｙの２
つの値との関係を調べましょう。 

〈課題〉対応するｘとｙにはどんな特徴があるのかを見つけよう。 
○ｘとそれに対応するｙの値から、何倍になっているかを求めて比べる。 
○他の値のときにも同様のことが言えるのか確かめる。 
(まとめ)ｙがｘに比例するとき、ｘの値が２／３倍、５／３倍になると、それに対

応するｙの値も２／３倍、５／３倍になる 

比例する関係において、ｘの２つ値とそ
れに対応するｙの２つの値の割合は、い
つも同じであることを理解する。(知
識・理解) 



４(

本
時) 

比例関係にある時間ｘ分と、
枚数ｙ枚の対応する２つの数
量の特徴を見つける活動を通
して、一方の数を対応するも
う一方の数でわった商がいつ
も決まった数になることに気
付き、その数を使って比例す
る２つの数量の関係を式に表
すことができる。 

【問題】あるコピー機の、コピーにかかった時間ｘ分と、コピーできた枚数ｙ枚の
関係について、表を使って考えましょう。 

〈課題〉x が 11 のときの y の値を求める方法を考えよう。 
○表の空欄になってるｙの値がいくつか、表でわかっている値をもとにして考え
る。 

○表の対応するｘとｙの値から、ｙをｘでわると決まった値になることを見つけ、
関係を式に表す。 

(まとめ)ｙがｘに比例するとき、ｘの値でそれに対応するｙの値をわった商は、い
つも決まった数になる。 

   ｙがｘに比例するとき、ｘとｙの関係は『ｙ＝決まった数×ｘ』の式で表せ
る。 

比例する２つの数量の関係を表した表
をたてに見て、２つの数量の対応関係を
調べようとしている。(数学的な考え方) 

５ 

ロボットが歩いた時間ｘ分
と、進んだ距離ｙｍの関係を
グラフに表す活動を通して、
そのグラフは０を通る直線に
なっていることに気付き、比
例する２つの数量の関係を表
すグラフの特徴を理解するこ
とができる。 

【問題】ロボットが歩いた時間ｘ分と、進んだ長さｙｍの関係をグラフに表して、
比例のグラフの特徴を調べましょう。 

〈課題〉比例の関係をグラフに表して比例のグラフにはどんな特徴があるか見つけ
て説明しよう 

○グラフ用紙に、表からｘとｙの値を表す点を取る。 
○ｘが０のときと、少数の場合のｙの値を求め、点を取り、グラフが直線で、０の
点を通ることを説明する。 

(まとめ)比例する２つの数量の関係を表すグラフは、０の点を通る直線になってい
る。 

比例する２つの数量の関係をグラフに
表して調べようとしている。(数学的な
考え方) 

６ 

はし５本の重さがわかってる
ときに７０本のはしの重さの
求め方考える活動を通して、
測定に困難な場合でも比例の
関係に着目すると、計算して
求めることができることに気
付き、比例の性質を活用して
問題を解くことができる。 
 

【問題】はしが７０本必要です。５本のはしの重さをはかったら、１７．５ｇでし
た。このはし７０本の重さは何ｇになるでしょう。 

〈課題〉比例の性質を使って、はしを数えずに、重さを求める方法を考えよう。 
○はしの重さを「はし１本分の重さ」「ｙ÷ｘ＝決まった数」「ｘの値が何倍になっ

ているか」の考え方を使って求める。 
(まとめ)はしの本数と重さは比例の関係にあるので、はし１本の重さや、７０本は

５本の何倍かを求めれば、数えなくてもはしの重さを求めることができ
る。 

比例の性質を使って自分の考えをノー
トに書き、説明することができている
(数学的な考え方) 

７ 

基本的な学習内容に習熟し、
それを活用する。 

・練習問題をする。 ２つの数量の変わり方に着目し、比例関
係を見出すことができている。(技能) 
比例する２つの数量の関係を式やグラ
フに表すことができている(技能) 

８
，
９ 

面積が２４㎠の長方形の横の
長さと縦の長さを調べる活動
を通して、横の長さｘが２倍、
３倍…になると縦の長さｙは
１／２、１／３…になってい
ることに気付き、「反比例」の
用語とその定義を理解するこ
とができる。 

【問題】○いと○えについて、２つの量の関係について調べましょう。 
○い面積が２４㎠の長方形の横の長さとたての長さ 
○え４０ページあるノートを使っていくときの使ったページ数と残りのページ数 
〈課題〉２つの量の関係について調べよう。 
○表を横に見て、ｘの値が２倍、３倍…になっているときのｙの変化を調べる。 
○反比例の用語と意味を知る。 
(まとめ)２つの量ｘとｙがあって、ｘの値が２倍、３倍、４倍…になると、それに

ともなってｙの値が１／２、１／３、１／４になるときｙはｘに反比例す
るという。 

反比例する２つの数量の関係を観察し、
２つの数量の変化の様子を進んで調べ
ようとしている。(関心・意欲・態度) 



１０ 

反比例の関係にある時間ｘ分
と、水の量ｙ㎥の対応する２
つの数量の特徴を見つける活
動を通して、一方の数と対応
するもう一方の数の積がいつ
も決まった数になることに気
付き、その数を使って反比例
する２つの数量の関係を式に
表すことができる。 

【問題】水族館の水槽に、１８㎥の水をいれるときの、１時間に入れる水の量ｘ㎥
と、かかる時間ｙ時間の関係について調べましょう。 

〈課題〉１時間に入れる水の量と、かかる時間について調べましょう。 
○表をたての見方で調べ、ｘとｙの積が決まった数になることを確認する。 
(まとめ)ｙがｘに反比例するとき、ｘの値とそれに対応するｙの値の積は、いつも

決まった数になる。 

反比例する２つの数量の関係を表した
表をたてに見て、２つの数量の対応関係
を調べようとしている。(技能) 

１１ 

１時間に入れる水の量ｘ㎥
と、かかる時間ｙ時間の関係
をグラフに表す活動を通し
て、ｘの値が大きくなると、
ｙの値が横軸に近づいてい
き、ｘの値が小さくなると、
ｙの値が縦の軸に近づいてい
ることに気付き、反比例する
２つの数量の関係を表すグラ
フの特徴を理解し、グラフに
表すことができる。 

【問題】１時間に入れる水の量ｘ㎥と、かかる時間ｙ時間の関係をグラフに表しま
しょう。 
〈課題〉反比例の関係をグラフに表して特徴を調べよう。 
○ｘとｙの値の組を表す点をグラフに表す。 
○点と点を直線で結び、反比例のグラフの特徴を説明する。 
(まとめ)反比例のグラフは、比例のように直線ではなく、０の点は通らない。ｘの

値が大きくなると、グラフは横の軸に近づいていき、ｘの値が小さくなる
と、グラフは縦の軸に近づいていく。 

反比例する２つの数量の関係を、グラフ
に表して調べようとしている。(数学的
な考え方) 

１２ 
基本的な学習内容を理解して

いるか確認する。 
基本の確かめをする。 比例や反比例の性質を理解している。

(知識・理解) 
１３ 単元テスト   

 



５ 本時の展開（４／１３時）じっくりコース 

ねらい 比例関係にある時間ｘ分に対応するｙ枚を比例の性質を使って求めていく活動を通して、ｙ枚を対応するｘ分でわった商がいつも決まった数になることに

気付き、その数を使って比例する２つの数量の関係を式に表すことができる。 

         主な学習活動（◇教師の発問 ・児童の発言） ☆重点２に関わって○指導・援助 ◎評価規準 

課
題
意
識
を
も
つ 

 
 
 
 
 
 

考
え
を
も
つ 

 
 
 
 

 

考
え
を
深
め
る 

 
 
 

考
え
を
ま
と
め
る 

１復習プリントを行う。 
２問題をつかみ、問題解決の見通しを持つ。 
 
 
 
 
◇枚数は時間に比例しているだろうか。学習した比例の性質を使って確かめよう。 
 ・ｘの値が２倍、３倍になると対応するｙも２倍、３倍になっているから比例している。  
◇１１分かかったときの枚数は、ｙを２倍、３倍する考え方を使って求められるだろうか。 
 ・求められない。 ・何か違う方法を使わないと求められなさそうだ。 
 
 
 
３個人追究 
◇ ｘが１のときのｙの値を前の時間までの学習を使って求めて、ｘが１１のときのｙの値の求め方を考えま
しょう。 

 ・ｘが３のときにｙは１２０だから、ｘが１のときは１２０÷３＝４０ 
 ・ｘが１のときが分かれば、ｘが１１のときのｙは４０を１１倍すればいい。 
４集団追究 
 ・ｘが１のときにｙが４０なのが分かったので、１１倍して４０×１１＝４４０  
◇６分のとき、９分のときのそれぞれの枚数を使って求めることはできるでしょうか。 
 ・２４０÷６＝４０ ３６０÷９＝４０ どちらも４０になる。 
 ・ｘが３のときと同じだ。     ・ｘが３のとき以外の値でもｙをわると、４０になる。 
・いつもｘの４０倍になっている。 ・比例しているとｙをｘでわると決まった数になりそうだ。 

５個人追究２ 
◇ｙを対応するｘでわると４０になることを使って自分で選んだ空欄のｙをもとめてみましょう。 
 ・４０×２＝８０ ・４０×４＝１６０ ・４０×５＝２００ ・４０×７＝２８０  
・４０×８＝３２０・４０×１０＝４００ 

６集団追究２ 
◇ｙとｘの関係を文字を使って式に表してみましょう。 
 ・ｙ＝４０×ｘ 
 
 
 
 
 
７練習問題をする。  
下の表は、水そうに水を入れる時間ｘ分と 
水の深さｙｃｍを調べたものです。 

 

☆復習プリントによって、比例の性質を想起させる。 

 

☆掲示物、教科書、ノートのまとめ等を活用し、比例の性

質を想起させる。 

○ｙがｘに比例していることを押さえ、前時までの学習を

活用すれば、１分あたりの枚数をもとめることができ、

11 分のときの枚数が求められそうだとういう見通しをも

たせる。 

☆単位量あたりの考え方を想起させる。 

☆ｙの値を求められないでいる児童には、机間指導で助言

をし、穴埋め形式のプリントも活用させる。 

○交流では、表と式を使って説明させ、表について「横」

の見方をしたのか、「たて」の見方をしているのかを板書

に示し、確認しながら説明させる。 

○表に印を書き込ませ、どのｘとｙの値を使うのか視覚的

にとらえさせる。 

 

 

 

 

 

○進んで選んだ空欄以外の数値を求めようとする姿を認め

ていく。 

☆文字を使った式での学習を想起するよう助言する。 

 

 

 

 

 

 

○本時の学習内容を振り返らせ「決まった数」をどのよう

に求めるのかを確認する。 

○まとめの式に当てはめさせて求めさせる。 

☆文字と式の学習内容を想起させる。 

 

あるコピー機の、コピーにかかった時間ｘ分と、コ
ピーできた枚数ｙ枚の関係について、下の表の値が
分かっています。この表を使って、ｘとｙの関係に
ついて考えましょう。 

ｘが１１のときのｙの値を求める方法を考えよう。 

 

 

 

。 

ｙがｘに比例するとき 

ｘの値で対応するｙの値をわった商は、いつも決まった数になる。 

ｘとｙの関係を式に表すと ｙ＝決まった数×ｘになる。 

◎比例する２つの数量の関係を表した表をたて

に見て、２つの数量の対応関係を調べようとして

いる。(数学的な考え方)【考え方】（ノート・発言） 

重点１に関わって 
ｙの値を対応するｘの値でわると、商は決まっ
た数になることを表の数値を指し示し、いくつ
かの例を挙げて説明する。 

 

 

  



６ 本時の展開（４／１３時）〈どんどんコース〉 

ねらい 比例関係にある時間 x分と、枚数 y枚の対応する 2つの数量の特徴を考える活動を通して、一方の数を対応するもう一方の数でわった商がいつも決まった数になることに気付き、 

その数を使って比例する 2つの数量の関係を式に表すことができる。 

 主な学習活動（○学習過程 ◇教師の発問 ・児童の発言） ☆重点２に関わって○指導・援助 ◎評価規準 

課
題
意
識
を
も
つ 

 
 
 
 
 
 

考
え
を
も
つ 

 
 
 

考
え
を
深
め
る 

 
 
 
 
 
 
 

考
え
を
ま
と
め
る 

１ 問題をつかみ、問題解決の見通しを持つ。 

 

 

 

 

◇問題から分かることを見つけましょう。 

・xが３から６になったとき xの値は 2倍、その時 yは 120 から 240 になり、yの値は 2倍なので、xと yは比例している。   

◇x と yは比例の関係ですね。では、xの値が 11 のときの、yの値の求め方を考えましょう。 

 

課題 

２ 個人追究をする。 

 

 

 

 

 

３ 全体交流する。 

 

 

       

 

 

 

４ 学習をまとめる。 

 

ある 

 

５ 練習問題に取り組む。P８鉛筆１ 

下の表は水そうに水を入れる時間 X分と水の深さ y㎝を調べたものです。 

時間 x 分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

水の深さ y㎝ ３ ６ ９ 12 15 18 

y を x でわった商 ３ ３ ３ ３ ３ ３ 
 

○問題文を提示する。児童には配布し、各自ノートに

問題文をはり付ける。 

☆掲示物、教科書、ノートのまとめ等を活用し、比例

の性質を想起させる。 

☆ｙがｘに比例していることを押さえ、前時までの学

習を活用して、xの値が整数倍、分数倍、小数倍にな

ると、それに対応する y の値も整数倍、分数倍、小

数倍になることをヒントにする。 

○全体交流で表を示しながら説明できるように、個人

追究の時に時間をとる。 

○進んで他の値を使って比べようとする姿を認めてい

く。 

○前時までの学習をから児童の考えに沿って、表を

「横」に見て、１分あたりにできるコピーの枚数か

ら全体交流をする。 

重点１に関わって 

ｙの値を対応するｘの値でわると、商は決まった

数になることを表の数値を指し示しながら説明す

る。 

 

 

 

 

 

補充問題に取り組む。 

 

あるコピー機の、コピーにかかった時間 X分と、コピーできた

枚数 y枚の関係について、下の表の値が分かっています。 

この表を使って、xと yの関係について考えましょう。 

Xが 11のときの yの値を求める方法を考えよう。 

yが xに比例するとき、xの値でそれに対応する yの値をわった商はいつも決まった数になります。 

yが xに比例するとき、xと yの関係の式は、 y＝決まった数×x です。 

◎【評価規準】比例する 2つの数量の関係を表した

表をたてに見て、２つの数量の対応関係を調べよう

としている。 

【数学的な考え方】（ノート・発言） 

 

・yは xに比例している。 y÷x＝３ y＝３×x 

・xが 15のとき、y＝３×15＝４５ 

・yが 39のとき、39＝３×x x＝39÷３＝13 

・1分の時の枚数を求めると、120÷３＝４０になる。

1分で 40 まいコピーできるので、40×11＝440 

・yは xの何倍になっているかを求めると、 

240÷６＝40 120÷３＝40 y は x の 40 倍になる。 

だから、11×40＝440 
◇時間を x、枚数を yとして、yと xの関係を式に表す

とどうなるでしょう。 

・40×x＝y になります。 

 

◇この見方は新しい見方ですね。 

X と yの関係を式に表してみよう。  

 ・y÷x＝40 y＝40×x 
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